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城東
	○新城東トンネルの早期整備について
早期の整備が実現するよう、取り組みをお願いする。
	まずは、「丹波地域社会基盤整備プログラム」に位置づけられるように、取り組んでいる。次年度には、トンネル周辺の改修工事が行われる予定である。今後も粘り強く要望していただきたい。（県議）
（担当：県）
	

	
	○ゾーン３０(グリーンベルト)の整備について
日置郵便局からサンセブン前までは整備されたが、西荘・八上上方面からの通学児童もあり、延長をお願いする。
	先日、丹波土木事務所、篠山警察署、小学校校長会、市担当部局で組織する「通学路交通安全対策プロジェクト会議」で現場確認し、サンセブンからの路肩にカラー舗装整備を計画中である。（学事課）
（担当：地域整備課）
	

	
	○公共交通について
日置地区でもバス停から１キロ以上離れた家もあり、将来の課題と考えている。今後、相談させていただきたい。
	地域の皆さんと話し合いの場をもち、意見交換ができればと考えている。(副市長)
（担当：創造都市課）
	

	[bookmark: _Hlk59203842]
	○バス停の追加について
高齢者で免許返納した方は、コミバスを利用してささやま医療センターへ通院する。その際、フレッシュバザールで買い物をして帰ることが多いが、買い物をしてからのバス停（黒岡西バス停：栖田内科前）が遠い。バス停を追加できないか。
	新たなバス停の設置にはバス事業者等との調整が必要である。検討する。 (企画総務部長)
（担当：創造都市課）
	フレッシュバザールの近辺にバス停を移設する方向で検討中である。バス事業者、店舗、篠山警察と協議し、バス停位置を決定する。神戸陸運部への申請が必要になるので、時期は令和3年4月からの予定である。



	
	○年２回の住民学習において、道徳教育の推進を
さまざまな人権課題をテーマに住民学習を開催しているが、ごみのポイ捨てや横断歩道の歩行者優先など、公衆道徳を考える機会にしたいと考えている。
	年２回の住民学習のうち、年１回は地域でテーマを考えて実施いただいている。その内容を充実させていく。（市長）
学校教育においても人権尊重のあたたかいまちづくりの素地となる公衆道徳の大切さを、教えていきたい。（教育長）
（担当：人権推進課、学校教育課）

	

	
	○公共施設の整備におけるハザードマップの活用について
日置加圧所の浸水想定については、県が発表している想定最大規模降雨(1/1000年確率規模以上)の降雨量に応じたものとなっているのか。今後の公共施設整備の際には、多少の費用を投じても対応すべきと考える。
	今回整備された日置加圧所が、想定最大規模降雨に対応されているかは即答できないが、日置加圧所は、これまでの想定である30年に１度の記録的な大雨浸水想定のプラス50㎝には対応している。今後の整備では配慮していく。 (市長)
(担当：市民安全課）
	

	
	○Ｂ＆Ｇ海洋センター・プールの跡地活用について
地域としては、イベント運営(城東味まつり)のことを考え、駐車場としての活用が良いのではないかと考えている。
	地域の皆さんの意向に沿った形で検討を行っていく。(市長)
（担当：地域コミュニティ課）
	

	11/19
西紀
	○コロナ対策での５万円支給について
丹波市長選のように「コロナ対策で１人当たり５万円を支給する」と、同じようなことが市議会の一般質問でありましたか。
	高額なお金を、みんなに一律に配るような話は、議会から提案はありません。（市長）

	

	
	○兵庫医科大学ささやま医療センターと岡本病院の統合について
赤字の病院同士が合併しても赤字が倍になるだけで、黒字になってから合併の話をするように伝えてください。
	赤字と赤字の病院を市が受けて、市立病院として国からの特別地方交付税で運営をしたら良いと言われますが、どうしたらよいのか困っている。丹波市には、三次救急医療施設の丹波医療センターがあり、市内ではどのような医療機関が必要か検討しなければならない。（市長）
（担当：長寿福祉課）
	

	

	○西紀地区の３小学校と大山小学校の統合について。
西紀地区の３小学校と大山小学校を統合して、小中一環教育が必要ではないか、将来的に考えてほしい。
	ＧＩＧＡスクールの中で、一人一台パソコンを使って西紀地区の３小学校と中学校の授業が可能となった。ＧＩＧＡスクールの構想の中で挑戦しながら研究していく。（教育長）
(担当：教育研究所)

	

	
	○県道本郷藤坂線と県道本郷辻線について
国道173号の藤坂から本郷までを経由し、国道9号の福知山の辻までの県道で、最近大型トラックが増えている。京都府は国道9号までの区間を現在改良中であるが、県はこの路線をどのように考えておられるのか。
	黒田バイパスも社会基盤整備プログラムに復活し事業を進めているし、つつみ峠はプログラムの枠外ではありますが進めている。そのような中で順番を飛び越して整備を行うことは考えていない。(県議)
(担当：県)
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丹南
	○ＪＲ篠山口駅東口の開発について
東口は、古い建物が密集しており、万が一火災が発生すれば大きな被害が想定される。また、空き家が多く、高齢者独居も多い地区なので再開発する必要がある。立地は適しているので、再開発することで市外から、多くの方に住んでいただけるのではないか。
	駅周辺の整備については、昨年９月に要望を受けて、今年からまち協の勉強会に市の職員も参加している。来年度に向け、市の担当者、私も含めて、地域の皆さんと一緒に考えさせていただき、よい方向に進めていきたい。(まちづくり部長)
篠山口駅の東口、西口については、このままでいいとは思っていない。市職員も、地域の方と一緒になって、勉強会をしたりして取り組んでいるところである。その中で、こうしましょうという意見があれば、市として取り組んでいきたい。（市長）
（担当：地域計画課）
	

	
	○ささやま荘の指定管理者について
今の状況を教えていただきたい。
	新たに事業を展開していただく方を公募する中で、2社が手を挙げ、そのうちの１社に運営していただくことになった。今後どういった内容で、運営していくか協議中である。事業者としては、来年の秋ぐらいに再開する予定で進めている。(副市長）
（担当：商工観光課）
	

	
	○市名変更による経済効果について
市名変更して約１年が経過するが、経済効果がどれくらいでてきたのか検証される予定はあるのか。
	市名変更の効果は検証できていない。しかし、これだけ観光客が来ていただけているのは、明らかにそういった効果がでてきていると思っている。全国的に認知度は高まっていると考えます。(市長)
（担当：創造都市課）
	

	
	○食品工場の悪臭問題について
　大山上地区に立地された食品工場の悪臭の問題で、地元は大変困っている。地元だけでは、企業も動かないので、市も一緒に入って協議をしてほしい。
	法律違反の数値まではいっていないが、企業が来てから、悪臭がするということで、周辺地区の方から苦情がでている。社長からは、今年中に工事をして臭いをしないようにする約束をされた。地域との約束なので、12月中にはしていただけると思っている。(市長)
（担当：市民衛生課）
	

	


	○高齢者へのネット・タブレットの活用について
　ネット・タブレットを活用して、高齢者にも災害対応とか見守り活動にも利用できないかと、ＮＴＴドコモの協力を得て、高齢者向けのスマホ教室を行っていただくことになっ
た。地域で基礎はできているが、その先、アプリをどう使っていくか、どう運用していくのかが今後の課題である。行政の方でも受け止めて検討していただきたい。
	いざというときに高齢者がタブレットを活用でき
るか、教育委員会としても、研究を進めていく。福祉のほうで、大山地区はモデル的にされるということを聞いたので、子どもたちもいる家庭もあるので、一緒になって、そのようなものが開発できたらと考える。(教育長)
（担当：教育研究所）
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篠山


	○地域づくり「交付金」について
今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大ため、予定していた事業ができていない。交付金の処理はどうすればよいのか。
	具体的な方法は検討できていない。自治会長会などと調整しながら検討し、報告する。(副市長)
交付金の趣旨にのっとり、形を変えてイベントなどを実施されたときに交付金を使ってよいと考えている。(市長)
（担当：市民協働課
	各地区の自治会長会及びまち協の役員の方を対象に12月18日（金）夜間、21日（月）午後・夜間の3回に分けて「地域づくり交付金説明会」を実施した。
コロナ禍での地域づくり交付金の実績報告書の作成方法、活用方法、繰越方法についてお示しした。

	
	○こどもを守る家について
こどもが危険を感じた時の一時避難場所として「子どもを守る家」がある。5年前に亡くなり空き家になっている家にプレートが張ってある。実態として機能しているのか。実態にそぐわないのであれば改善が必要と思うがどうか。
	この制度ができた時に多くの方に登録いただいている。学校では4・5月に登下校時に確認をしているが、空き家かどうかまでの確認はできていないかもしれない。もう一度確認し、ありようを検討する。
(教育長)
(担当：社会教育課)
	ご指摘いただいた場所については、プレートを撤去した。また、当事業の実施主体である各青少年協議会（事務局：公民館）が、次年度、市内に同じような環境にあるプレートの実態調査を行い、改善する予定である。

	
	○「小農」への支援について
　本市の黒大豆、山の芋などの名産を支えているのは、小さな農家であるので支援をぜひお願いしたい。
山の芋の栽培は、大変な労力が必要で厳しい。支援してほしい。
	集落営農で地域の農業を守ってほしいと考え、毎年補助メニューを考えながら支援している。山の芋の栽培面積が減ってきているが、集落での栽培が維持拡大できるよう取り組んでいく。（副市長）
（担当：農都政策課）
	

	
	○地籍調査について
　市内では、遅れているように思うが、今後どのように取り組むのか。
	現在、大山地区で取り組んでいる。必要性は認識しているが、多くの方や時間、経費が必要である。少しずつ取り組んで行く。（副市長）
（担当：森づくり課）
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  多紀
	○東部地域包括支援センターの跡地活用について
保健センターから東部地域包括支援センターが城東支所に移転して空き家になった。第2日曜開催の認知症高齢者向けの「たきたきカフェ」の場所としてお借りできないか。
	今後の跡地活用（まち協の使用、避難所活用、カフェ等）について検討したい。（市長）
（担当：長寿福祉課）
	跡地活用については、現在地元まち協と協議をしている。た、福祉避難所として指定されていることから、市民安全課とも協議をしている。カフェの開催も可能と考えるが、日曜日の開催となると館の管理体制を検討する必要があるので協議したいと考える。

	
	○サギの駆除について
サギ、カワウ、カラスによる農作物被害や河川などの生物の減少が気になる。生物との共存が難しいと思うが、対策や状況の把握、駆除の方法があれば教えてほしい。


	サギの営巣が獣害かどうか分からないが、巣ができれば排除できないと聞いている。巣が作れないように、木を切ったりするしかないと考える。(市長）
サギのコロニー問題は全国的な問題。法律上、巣を作ると伐採もできない。鷹を使った追い払いを研究されているケースもあるが、結果としては追い払いや偽卵の取り組みなど、法令上認められた対策をするしかない。(県議)
(担当：森づくり課)
	

	
	○ハートピアセンターの「道の駅」化について
農産物の販売拠点とすることで、地域の活性化にもなると考えるので、ハートピアセンターを「道の駅」としてほしい。

	以前、ＪＡと協議したことがあったが、進入路や駐車場が確保しにくいということで断念した。大芋の中地区や、ハートピアセンターで既に農産物の販売をされているので、その必要性はあるのか。本年度のプロジェクトチームで道の駅を検討している。意見は参考にしたい。(市長)
（担当：地域整備課）
	

	
	○スマートインターの設置について
毎年、秋のシーズンは篠山口インターチェンジが大渋滞する。市内でなら372号線沿いでよいと思うので検討してほしい。
	以前に渋滞緩和と農工団地への企業進出に絡んで検討したことがあったが、試算したところ2～3億ほどかかると聞いている。実現するためには、費用をどれだけかけられるかを検討する必要があるため、検討課題としたい。（市長）
（担当：地域整備課）
	

	
	○国道173号・天王峠のトンネル化について
冬でも往来しやすく、観光振興にもつながると思うので、天王峠をトンネル化できないか。
	高度経済成長期ほどお金があればできるが、現在の自治体の財政状況で実現はかなり厳しい。国家的プロジェクトのレベルで取り組むべきことのように思うので、実現は難しい。（県議）
（担当：県）
	

	
	○集落内の不法投棄について
1年半ほど前に集落内で建築廃材の不法投棄があり、まだ放置されている。警察にも伝え、市役所の関係各課にお願いしているが返答がない。撤去を市でやってもらえないか。



	自治会からの要望書は市長として目を通しているが、その件は私自身把握できていない。クリーンキーパーがいて市内のごみ等を回収している。その者で対応できるなら規模ならすぐにやるが、規模が大きいなら予算を準備する必要がある。後で話を詳しく聞かせてほしい。（市長）
（担当：市民衛生課）
	投棄量が多いことから、業者に委託して、
12月7、8日に投棄場所から撤去し、別の場所での分別作業及び処分場への搬入を12月21日に終えた。

	
	○地域づくり交付金について
今年はコロナで活動できていないので、使っていない交付金を返すのは仕方ないが、その資金を活用して広報用備品の購入ができないか。
	他の一番会議でも同じ質問を受け、趣旨が違わないなら良いと思うと回答したが、市内全体のまちづくり協議会の交付状況を確認し、活用できるかどうか調べて回答させていただく。(市長）
（担当：市民協働課）
	各地区の自治会長会及びまち協の役員の方を対象に12月18日（金）夜間、21日（月）午後・夜間の3回に分けて「地域づくり交付金説明会」を実施した。
コロナ禍での地域づくり交付金の実績報告書の作成方法、活用方法、繰越方法についてお示しした。

	
	○泉工業団地下の交差点の改善について
私の子どもが篠山東中学校に通っている時から、危険個所として改善の要望をしてきたが未だに実現していない。この前も、中学生が横断歩道を渡ろうとしていたので、車が停止したら、後続車が交差点で追い越しをかけようとして、渡り始めた中学生と衝突しそうになったことがあった。あらためて改善を要望したい。
	丹波土木事務所も地権者と継続協議しているようだが、地権者になかなか同意が得られないと聞いている。農地側に道路ごと迂回させる案もあると思うので、あらためて丹波土木事務所と協議する。(県議）　　
（担当：県）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	[bookmark: _GoBack]丹波土木事務所道路第２課の橋本課長に確認すると、歩道の付け替え整備予算を令和3年度に予算要求しており、令和2年度中にコンサルタントを入れて設計を行う予定である。整備は、用地買収は行わずに南側の歩道を無くして北側に歩道を付け替えることになる。車線（センター）をふる必要があり、安全面を考慮して令和3年度に一括して実施したいと考えているとのこと。
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今田
	○女性の住みやすいまちづくりについて
女性から費用の面で住みにくいまちだという声を耳にする。水道代やごみ袋代など、費用の面で住みやすいまちづくりを進めてほしい。

	水道代については合併時の水不足の課題があり、130億円をかけて三田市から水道を引いたことで水道代が高くなっている。当初の計画では3割の値上げを予定していたが、水道会計の工夫で据え置きしている。ごみの処理については、処理費に年間5億円がかかっている。ごみ袋代を値下げしても結局は税金で補てんしなければならず、価格を据え置きしている。（市長）
（担当：経営企画課、市民衛生課）
	

	
	○コミュニケーション教育について
学校におけるタブレット端末の配布はよいが、人と人とのコミュニケーション、人の気持ちを考える教育を進めてほしい。
	コミュニケーションができにくい子どもが、タブレットによるやりとりを契機に心を開いた事例があり、コロナ対策を含め有効な面もある。人と人が顔を合わせコミュニケーションすることも大事なことなので、今後も取り組んでいく。
（教育長）
（担当：学校教育課）
	

	
	○歴史教育について
辰巳集落は園田家の命によって作られた集落で、園田家からの方位が「辰巳」の位置にありそのように名付けられたそうである。歴史の一環として、ぜひ再構築してほしい。
	とても興味深い話なので、そのような事例を市史編さんのなかで整理していく。（教育長）
（担当：中央図書館）
	

	
	○認定こども園の設置について
今田幼稚園が土砂災害特別警戒区域(レッドゾ－ン)、今田保育園も土砂災害警戒区域(イエローゾーン)で、なおかつ建物も老朽化している。今田地域の将来的、長期的な乳幼児教育の在り方を示して希望、夢を与えてほしい。
	今のところ計画はない。（教育長）
（担当：こども未来課）
	

	
	○今田中学校での部活動対策について
今田中学校の全校生は70人程度である。１小学校・１中学校の在り方について、何か対策を考えているか。
	瀬戸内海の離島の学校では既に教育が成り立っていないところもある。SDGsの考え方である持続可能な地域づくりについて話し合いを進める必要がある。（教育長）
（担当：学校教育課）
	

	
	○地域サポート職員制度について
自治会では、役員の担い手が不足し、人口減少と高齢化によって自治会が疲弊している。サポート職員制度があるが、年1回の住民学習の際に出会うだけである。自治会の課題や助成制度などでアドバイスしてもらえるような仕組みや制度ができないか。
	　制度をつくっているが職員が十分に関わることができず反省している。災害などの緊急時にはサポート職員が情報発信・収集に当っているが、地域の課題についてつなげられていない。令和3年度に向けて考えていきたい。(市長)
　(担当：市民協働課)
	

	
	○県への要請活動について
市の担当分野の事務事業にこだわらず、県道、国道等についての市民が影響を受けている市内の解決すべき課題について、県に対して要望・提案すべきであり足を運ぶべきである。そうすることで課題が解決しが市民の安全安心、福祉の向上につながると考える。
	機会があれば出向いていきたい。(市長)
	

	
	○城下町と立杭を結ぶバスについて
城下町と立杭を結ぶバスを走らせているが効果はあるのか。過去には何度か取り組まれているが上手くいっていないように思えるがどうか。
	今田の方には喜んでもらっていると思っていた。県議会の中でも効果を問われることがある。効果が出るように頑張っていきたい。(県議)
(担当：県)
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